
削減目標

政 府

・２０２０年までに１９９０年比
・ＣＯ２を２５％削減

三重大学
・２０２０年までに１９９０年比
・ＣＯ２を３０％削減

世界一の「環境先進大学」を目指して積極的にリーダーシップを発揮していくことが三重
大学の社会的責任（ＵＳＲ）である。

削減目標は高い数値目標とし、全学で取り組む姿勢が必要。

「世界一環境先進大学三重大学」の省エネルギー計画
～ カーボンフリー大学 ～



設備改善
19.3%

病院再開発
10.3％

件名 削減寄与率

エネルギーセンター 8.8%

病棟・診療棟（Ⅰ期） 1.0%

外来・診療棟（Ⅱ期） 0.5%

機器の更新
9.0％

件名 削減寄与率

平成２１年度改修工事 0.4%

井水導入に伴う省エネ機器更新 0.3%

省エネルギー対策経費による機器更新 1.0%

ボイラーの廃止（生物資源学部校舎） 0.9%

空調設備・照明設備を全て更新した場合 6.4%

学内運用改善
14.0%

削減寄与率

省エネ活動を実施 14.0%

学外運用改善
3.2% 家庭での運用改善によるCO2オフセット 3.2%

基準年1990年（H2）以降の努力による削減（1990年から2008年まで）
－5.8％

CO2削減量；2020年までに1990年比30.7%削減



「スマートキャンパス」（学内運用施策）
「三重タロー」の警報を起点としたピークシフト活動に加え、”ケイタイ報告⇒ポイント付加”のインセンティブを活用した

キャンペーンの2本立てにして、学内のECO活動を活性化。また、成果は学内外に積極的に発信すべく広報体制を強化。

研究室・講義室
Etc.

ユニット担当者
ＥＣＯキーパー

事務局
省エネ推進センター

特高変電所
三重タロー

全学目標オーバー警報

データ監視

報告

指導

省エネ中期計画
実行監視委員会

学内広報

学部別使用実績学部別使用実績

学部別削減実績ﾗﾝｷﾝｸﾞ学部別削減実績ﾗﾝｷﾝｸﾞ

ID（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）ごと削減実績ID（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）ごと削減実績

各種表彰・ポイント累計各種表彰・ポイント累計情報発信

職員・学生による巡回・ECO活動⇒ケイタイ･PCで報告
①三重タロー設置校舎は、校舎個別及び、特高警報対応
②三重タロー未設置校舎は、特高警報対応のみ
③上記①②に関係なく、全学的なポイント対象活動（常時）

学外広報

カーボンフリー大学HPカーボンフリー大学HP

大学対抗省エネ合戦大学対抗省エネ合戦

：全学運用改善活動
（特高”三重タロー”データ活用）

（注）資料内組織名は、全て仮称です

活動報告（ｹｲﾀｲ）

ポイント付加

DBｻｰﾊﾞｰ

データ連携

省エネ巡回（運用改善）



今日の電力量
(H22.6.24)

昨日の電力量
(H22.6.23)

今日の電力量
(H22.6.24)

昨日の電力量
(H22.6.23)

デマンド警報値：6,770kW

現在の契約電力：７,１３0kW デマンド警報
値を超過！

見える化（三重タロー；電力量とデマンド）



事業活動（教育・研究・診療）に伴って発生する環境負荷を正しく把握し、その削減活動を進めるために、どのくら
の資源・エネルギーを使用し、どのような環境負荷が発生しているのかについて、データーを集計・分析し、環境負
荷の軽減に努めている。

マテリアルバランス

電力 33,126,000, ｋWh 灯 油 1.6 kℓ
水 442,817 ｍ３

都市ガス 758,000ｍ３ Ａ重油 2,160ｋℓ 化学物質 3249.5 ㎏

●温室効果ガス排出量
ＣＯ２ 21,780 ｔ
ＮＯＸ 16,735 ㎏
ＳＯＸ 16,744 ㎏
メタン 348 ㎏
一酸化二窒素 6.1 ㎏

●河川（海）

排水量 462,399 ｍ3 

ＣＯＤ 6,067 ㎏
Ｔ－Ｐ 762 ㎏
Ｔ－Ｎ 6,920 ㎏

●廃棄物等排出量

可燃物 354.100 ㎏
不燃物 32,310 ㎏
産業廃棄物 1,071,200 ㎏
古紙類 169,600 ㎏
感染性廃棄物 156,294 ㎏

●実験廃液

水銀廃液 36.7 ℓ
重金属系廃液 1309 ℓ
難燃性廃液 1060.2 ℓ
可燃性廃液 9274.1 ℓ
写真定着液 268.8 ℓ
有害固型廃棄物 63.4 ㎏
その他（廃アルカリ等）1910.1 ℓ

INPUT

OUTPUT



環境負荷

エネルギーの種別 H15(※) H17 H18 H19 H20 H21 削減率(%)

電気（千ｋＷｈ) 32,993 32,502 32,158 33,064 33,081 33,126 100.1

都市ガス（千ｍ３） 669 683 635 754 776 758 97.7

A重油（ｋＬ） 2,867 2,709 2,457 2,489 2,254 2,160 95.8

灯油（ｋＬ） 9 6 7 5 2 1.6 80.0

エネルギー起源CO２排出量（t-CO2) 27,661 26,985 26,002 26,864 24,291 21,780 89.7

原油換算量（ｋＬ） 12,216 11,943 11,474 11,935 11,723 11,600 99.0

保有面積（㎡） 241.499 241.799 244.595 248.977 248.555 248.555 100.0

■ 上浜キャンパス総エネルギー投入量

※国立大学の最終年度の平成１５年を基準年。
※原油換算は平成１８年に改正された省エネ法に基づき換算。換算時にはエネルギーについて補正を行い算出。
加算分：テナント等である生協等の都市ガス使用量 ・
減算分：女子学生宿舎等の電気使用量
※削減率は、前年度を100として計算。

従来A重油を使用していたボイラー設備を廃止し高効率の電気又はガス式エアコンに更新したことで重油が減少、電力・ガスが増加、

CO
2

排出量及び原油換算量は減少する傾向。

■ 環境保全効果
平成21年度のエネルギー使用量は、前年度

と比較して約1％減少。効率の低下した重油焚
きボイラーから電気式又はガス式空調機にエ
ネルギー転換を進めているため電気の使用量
は増加傾向による。

CO2排出量は急激に低下しているが、15年以
上経過したエアコンを更新すると約30％程度
の省エネルギー対策や、ＩＳＯ14001によるＥＭ
Ｓ体制が実績を上げたことによる。

経済産業省及び文部科学省へ提出する定期
報告書に於いても、年率1％削減を平成16年
度から6年間平均として達成出来ている。



上浜団地 エネルギー使用量（電気・ガス・A重油）



上浜団地夜間の使用電力量(Ｈ２２年度)

使
用

電
力

量
(k

w
h
)



自然エネルギー・省エネ活動の強化

附属学校ソーラー風力発電

附属図書館ソーラー壁面緑化

三重大学ではカーボンフリー大学を目指して、
(1)ハードﾞ面； 機器の高効率化と自然エネルギーを活
用した試みを進めている。図書館に設置した50ｋWの
ソーラー発電設備は、図書館全体の照明設備がまかな
える。海に近く日照・風力共に恵まれているので風力、
ソーラー発電設備を多数設置している。また、自然を生
かした植物による壁面緑化も試行し、温室効果ガスの削
減に努めている。
(2)ソフト面； 省エネ会議に加え、運用改善による省エ
ネ対策講習やクールビズ・ウォームビズ啓発ポスターを
掲示し、省エネ活動に取り組む。

 

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

利

用

 

・太陽光パネルの設置 

・附属図書館                   50 ｋＷ 

・附属学校園                   40 ｋＷ 

・地域イノベーション学研究科      2 ｋＷ 

・エネルギーセンター            10 ｋＷ  （建設中） 

・風力発電の設置 

・風力発電（商用連係）          100 ｋＷ （上浜地区） 

・地域イノベーション学研究科     1.1 ｋＷ 

・風力発電（商用連係）          100 ｋＷ （附属農場） 

・壁面緑化の試行 ・共通教育校舎２号館、教育学部校舎１号館、附属図書館 



東日本大震災 (2011.3.11)



昼休み
の一斉消灯
(12時ー13時）

・エコタップの使用
・夏休み一斉休暇制度の導入
・ノーマイカーデイの推進

東日本大震災に伴う浜岡原
子力発電所の運転停止によっ
て省エネ活動が必要不可欠と
なっています。

世界一の環境先進大学三重
大学はCool Actionを積極的に
展開します。

緑のカーテン（共通教育2号館）

実施期間

5月10日～
10月31日

クールビズ
の実施

（５月ー１０月）

2011.5.10. – 10.31.

ピンチをチャンスに！



大震災を受けた節電の必要性を踏まえ、

過去最大の電力不足に直面した中、気づいた人だけの

アクションではこの夏を乗り切ることはできません。

今回、すべての学生と教職員から

学内でできる省エネルギー活動を募集しますので、

ふるってご応募ください。

なお、優秀なアイデアには謝礼があります。

応募先／問合せ先

応募締切 平成２３年６月３０日（木） １７：００ （厳守）

結果発表 平成２３年７月９日（土）（予定）

※「C.W.ニコル講演会」（講堂大ホール）にて表彰
応募方法 応募申請書を三重大学ホームページ

あるいはMoodleからダウンロードして、
電子メールにてご提出ください。
応募先：cool-idea@iso.mie-u.ac.jp

詳しい募集要項等は以下をご覧ください。
●三重大学ホームページ http://www.mie-u.ac.jp/
●Moodle http://portal.mie-u.ac.jp/moodle11/

course/view.php?id=2695

応募締切

６月３０日（木）

省エネ省エネ アイデア募集！アイデア募集！アイデア募集！

キ
ラ
ッ
と
輝
く
！

ク
ー
ル
な
省
エ
ネ

三重大学の学生および教職員応募対象

最優秀賞 ５万円（１名）
優 秀 賞 ３万円（１名）

特 別 賞 １万円（２名）

表 彰

応募内容 学内で実施できる省エネルギー活動
特に次の内容のアイデアを募集します！

059-231-9823（内線2184）・059-231-9223（内線9223） cool-idea@iso.mie-u.ac.jp 環境管理推進センター

夏期の省電力・省エネルギー【空調／照明】

学内全体の省電力・省エネルギー

特定施設や教室など限定的な省電力・省エネルギー

社会全体に実践でき波及効果のある省電力・省エネルギー

学内サークル活動に伴う省電力・省エネルギー

省エネルギーアイデアまでは出なかったが、
学内エネルギー課題の提案

１
２
３
４
５
６



一斉休暇による使用電力量の削減効果[2日間] (試算)

使
用

電
力

量
(k

w
h)

平日使用量(kwh)
平日を休日とした場
合の使用量(kwh)

削減量/1日(kwh) 削減率 ２日分削減量(kwh)
CＯ2削減量(t)
0.000417(tCO2/kwh)

(参考)電気料金(円)
９円/kwh

① ② ①－②=③ ③÷① ③×2=④ ④×0.000417 ④×9

123,220 102,630 20,590 16.7% 41,180 17.2 370,620 

夏季一斉休暇（2011.8.12. – 8.17.)



○○Point

31

環境ポイント
管理システム

事務局・照明の消灯
・空調の停止、設定変更

○○Point活動
イメージ

活動
イメージ

運用
概要

運用
概要

学内で実施した環境・省エネ活動を、携帯電話より登録。活動内容に応じて環境ポイントを付与。
活動のインセンティブとして、ポイントをランキング付けした上で表彰等を行う。

削減量 〇〇Wh
獲得pt. 〇〇

効果の
見える化

個人の行動履歴を管理することで、曖昧になりがちな「個人の努力」を「見える化」し、かつその行動に対
してインセンティブを与えることで、活動への興味と積極性を促すことを目的とする

表彰、
インセンティブ

・ポイントとりまとめ
・ランキング付

…

目的目的

学生・職員
〇〇講義室

照明 OFF

活動登録

個人の活動効果実感、
表彰・インセンティブ

参加者の意識向上、
自主的な活動推進を目指す

活動の見える化

携帯ポイントシステム

携帯ポイントシステム（ＭＩＥＵ Ｐｏｉｎｔ）



携帯ポイントシステムの概要 （ＭＩＥＵ Ｐｏｉｎｔ）
75名の学生と教職員；2011.7. 社会実証システムスタート

● 本館（A棟）
● 本館（B棟）
● 研究棟

建物選択フォーム

（建物）

● 教室（147）
● 教室（153）
● 研究室(A)

建物選択フォーム

（部屋）

ユーザID

ユーザ登録

AA999999

ニックネーム ケイタイちゃん

PWD ******

登録 Cancel

照明

○ 全消灯

● 半消灯

○ 一部消灯

空調

○ スイッチオフ

○ 送風運転への切替

○ 設定温度変更

行動選択フォーム

記録

〆

削減量、割当ポイント

活動ありがとうございます！！

今の活動を1時間の消費電力と
比較した場合、

あなたの貢献した想定削減量は、

消費電力量 1.2 (kw)
CO2換算量 0.4(kg)

割当ポイントは

8pt

となります。

学生の省エネ活動への興味を持たせる啓蒙ツールの位置づけ。事前にシステムに登録されている「施設情報」」と「設
備情報」をもとに、施設内で実際に活動した内容を定量的に把握することが出来る。更にポイントという形でインセン
ティブを付与することで、活動への参加を促す。

トップページ

活動記録

初回作業（ユーザ登録）

ログイン
ユーザID AA99

PWD ****

入る

通常利用時

■システム概要
・携帯キャリアならびにガラケー、スマートフォンに依存しない仕組みとし、学生を限定しない仕様とする
・大学の施設情報の粒度（キャンパス、建物、階数、部屋）に依存しない仕組みとし、建物選択フォーム部
分の階層構造は自由に設定できるものとする。
・書き込み機能(今後開発予定)をもたせ、学生同士のコミュニケーションツールとしても利用できるように
する
・携帯サイトへはQRコードも用いる。またよく利用する施設情報は「お気に入り」に保存できるようにし、煩わ
しい入力は極力さけるようにする。
・削減活動と設備情報を紐付け、活動内容がどの程度の削減に繋がっているのかを簡便的にではあるが
把握できるようにする

■システム概要
・携帯キャリアならびにガラケー、スマートフォンに依存しない仕組みとし、学生を限定しない仕様とする
・大学の施設情報の粒度（キャンパス、建物、階数、部屋）に依存しない仕組みとし、建物選択フォーム部
分の階層構造は自由に設定できるものとする。
・書き込み機能(今後開発予定)をもたせ、学生同士のコミュニケーションツールとしても利用できるように
する
・携帯サイトへはQRコードも用いる。またよく利用する施設情報は「お気に入り」に保存できるようにし、煩わ
しい入力は極力さけるようにする。
・削減活動と設備情報を紐付け、活動内容がどの程度の削減に繋がっているのかを簡便的にではあるが
把握できるようにする



「スマートコミュニティ（地域）」拡大

大学関係者や地域コミュニティのメンバーが連携して「三重大学発信・省エネの輪」を逐次伝播することで、大規模な取組み
にすることが可能。全てのステークホルダーをWin-Win”にする。

取組先拡大
牽引要素

（想定）

取組先拡大
牽引要素

（想定）

・エネルギー削減は家計に効く。さらにポイントもうれしい

・地域コミュニティで「地球にやさしい」ことを実践。その旗振りが役所ではなく大学であることに好感が持てる

・地元の公的機関（役所）にとっても、賛同することは、広報面でメリットがある

・民間企業も協賛すればイメージアップに繋がる。さらに流通業にはポイント消費先として利益誘導も可能

概念図概念図
付属校 OB/OG

教職員学生

地域コミュニティ

情報発信コンビニ

スーパー

公共機関

一般家庭

民間企業

大学関係者や、オープンキャンパス参
加者が自らの経験を基に、周辺に取
組みを勧誘。さらに二次・三次と、省
エネの輪が逐次伝播していくイメージ

省エネ取組みの輪

逐次伝播



三重大学環境情報科学館
（Science Museum of Environment and Information Platform; 2012.3.オープン予定）



次世代エネルギー・社会システム実証事業
～省エネ・CO2削減と経済成長の両立を「見える化」する大規模実証事業を全国２箇所程度で実施～

出典：第1回次世代エネルギー・社会システム協議会 H21.11経済産業省）



世界一環境先進大学三重大学の環境曼荼羅・
大学の社会的責任(USR)

環境
対策

環境研究

地域
連携

環境教育

三重大学行政 ＮPO

住民

教育機関

企業

事業者



世界一環境先進大学三重大学の環境戦略

低炭素社会

自然共生社会

持続可能社会

循環型社会

カーボンフリー大学 3R活動

COP10 in 三重 ; 生物多様性保全

スマートキャンパス/スマートコミュニテイ
アジア・太平洋大学環境コンソーシアム


